
 

 

「第１０回愛知県長良川河口堰最適運用検討委員会」に関する 

傍聴者の御意見と傍聴者の質問に対する回答など 

 

氏 名  御  意  見 質問に対する回答など 

近藤 ゆり子  本日（2015年7月28日）、長良川河口堰最適運

用検討委員会を傍聴しました。 

 

 まだ噛み合っていないとはいえ、「国」から相当

分量の「回答」があったこと及び多少なりとも共

通認識の部分が発見できたことは前進と考えま

す。 

 

 去る7月6日、長良川河口堰の本格運用開始２

０年めのその日、私は「よみがえれ長良川実行委

員会」http://nagaragaw.jimdo.com/ の一員とし

て、国土交通大臣宛の「要請書」を中部地方整備

局に持参しました。 

 このとき、中部地整の担当者は(愛知県に「回答」

をしたことを前提に)「愛知県が論点を整理したも

のを受け取って、合同会議をもつかどうかも含め

て検討すしたい」とのことでした。つまり「ボー

ルは愛知県の側にある」との認識です。 

 

 木曽川水系に大きな関心を持ち続けている者と

して、このような河川管理者である「国」の受動

的姿勢は、いかがなものか、とは思います（当日

も「国」に対してそのように言いました）。 

 さはさりながら、愛知県（知事及び県庁）には、

さらなる積極的な対応を求めたいし、貴委員会に

も期待したいと存じます。 

 

 7 月 6 日に中部地整に持参した「要請書（＋別

紙「集会宣言」）」を、別添とします。 
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